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環境保全技術桑原 拓也
外部環境に応じて機能を発揮する機能性流体。
その一風変わった性質に着目し、環境低負荷型エネルギー
変換装置や環境保全技術の開発に取り組んでいます。
略歴 所属学会など
仏国エコールサントラルパリとカシャン高等師
範学校、大阪府立大学にて博士研究員。2013
年に日本工業大学に着任。流体工学研究室を主
宰。2011年日本AEM学会論文賞、2013年静
電気学会進歩賞、2015年電気学会優秀論文発
表賞、2016年日本オゾン協会論文賞、2020年
静電気学会著作賞、2022年IEEE論文賞を受賞。

日本機械学会
日本混相流学会
日本流体力学会
磁性流体研究連絡会
静電気学会
電気学会
米国電気電子学会（IEEE）

研究紹介 「水で水をキレイにする」技術の研究開発
「生きる」のに必要な水。水ビジネスの市場規模は100兆

円を超えるといわれています。水質浄化では化学物質を使用
せず、環境汚染物質を排出しない省エネな方法が理想的です。
この理想を達成すべく、「水で水をキレイにする！」とい

う新発想のもと、非熱プラズマと燃料電池を用いて水から水
を殺菌浄化するオゾンと電力を作り出し、環境汚染物質を排
出しない省エネな水質浄化システムを開発しています。
この浄化技術でSDGsの目標6と7、14の達成をめざします。

「機能性流体を用いて革新的技術を
創出する！」をポリシーとしています。
非熱プラズマや磁気機能性流体など
の機能性流体を用いた環境浄化技術の
創出に取り組んでいます。水の浄化の
ほか、空気清浄デバイスの開発にも取
り組んでいます。処理においても省エ
ネで有害な物質を排出しない環境にや
さしい浄化を期待できます。

主な論文発表
1) T. Kuwahara: IEEE Trans. Ind. Appl., 54-6 (2018),

6414-6421.
2) T. Kuwahara: J. Magn. Magn. Mater., 498 (2020),

166161 .
3) T. Kuwahara, Y. Asaka: Int. J. Plasma Environ. Sci.
Technol., 17-2 (2023), e02001.

4) T. Kuwahara, Y. Asaka: J. Magn. Magn. Mater., 589
(2024), 171572.

5) T. Kuwahara, Y. Asaka: Energies., 17 (2024), 1865.

共同研究の事例
• 非熱プラズマ水質浄化システムの機能解明
• 水処理における殺菌・水質浄化評価
• 環境低負荷型オゾン吸蔵・分解デバイスの開発
• 磁気機能性流体を用いた排ガス微粒子除去
• 機能性流体を用いたエネルギー変換システム
• 非熱プラズマを用いた空気清浄デバイスの開発
• 自然冷媒ヒートポンプの開発
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我が国の経済を支えるものづくり技術 “塑性加工” の
分野における新技術の開発や改良・改善研究、さらに
は環境改善を目指した研究にも取り組んでいます。
略歴 所属学会など

1982年に日本工業大学着任直後から、板材成形や
せん断加工を中心とした塑性加工研究に従事。現
在は、本学開学と同時に開設された歴史ある「塑
性加工研究室」を主宰。
2001：型技術協会技術賞、2004：日本マグネシ
ウム協会技術賞、2007：日本塑性加工学会教育賞、
2009：日本塑性加工学会天田賞など、
2014：日本塑性加工学会フェロー

日本塑性加工学会

自動車などの輸送機械の安全性向上や軽量化を目的として高
強度鋼板（ハイテン材）や炭素繊維強化樹脂 (CFRP)、EV車や
PHV車の車載用モータへの利用が期待されているアモルファス
合金など、様々な機能材料が注目を浴びています。
これら新材料の多くはその加工が難しい難加工材です。これ

ら材料の新たな加工法の開発や加工技術の改善などが古閑研究
室における研究課題の１つになっています。

アモルファス合金箔
が、精密に打抜かれる
ようになると、高性能
モータのコアが大量生
産できるようになり、
EVの航続距離が大幅に
向上することなどが期
待されます。

主な論文発表
1)古閑ほか：炭素繊維強化熱可塑性プラスチック板の精
密穴あけ加工, 塑性と加工, 57-666 (2016), 65-69.
2)古閑ほか：焼結ダイヤモンド工具を備えたゼロクリア
ランス金型による精密せん断加工, 同上, 57-660 (2016),
41-46.
3)古閑ほか：高強度鋼板打抜きにおけるクリアランスの
工具摩耗に及ぼす影響, 同上, 55-646 (2014), 48-52.

共同研究の事例
・高強度銅合金板の打抜き特性評価
・塑性加工用塩素フリー潤滑油成形性評価
・高強度鋼板のプレス成形性評価
・表面処理工具の寿命向上調査
・アモルファス合金箔の打抜き加工 など

塑性加工・プレス加工
金型・精密せん断

古閑 伸裕
こ が のぶひろ

新機能材料・難加工材の精密せん断加工
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発癌性物質を含む塩素性潤滑油の利用
が制限されるようになりつつあることか
ら、環境に優しい潤滑油の成形性評価や、
各種表面処理工具の実用性評価など、も
のづくり現場に
おける環境改善
を目的とした研
究も行っていま
す。


